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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投影レンズと、この投影レンズの後方に配置された光源と、上記投影レンズを支持する
レンズホルダと、上記光源を収容した状態で上記レンズホルダを支持するランプボディと
、を備えてなる灯具において、
　上記投影レンズの前面における中央領域が凸曲面で構成されるとともに該中央領域の周
辺領域が環状凹曲面で構成されており、
　上記レンズホルダが筒状に形成されるともに該レンズホルダの前端部に内周側へ向けて
延びる環状フランジ部が形成されており、
　上記投影レンズの前面における上記周辺領域の外周縁部に環状段差部が形成されており
、
　上記投影レンズが、上記環状段差部の段下がり面において上記レンズホルダの環状フラ
ンジ部に固定されており、
　上記投影レンズの外周縁部に平板状のフランジ部が形成されており、
　上記フランジ部の前面が上記環状段差部の段下がり面として構成されており、
　上記フランジ部の後面が上記投影レンズの後面の外周縁よりも後方側に位置している、
ことを特徴とする灯具。
【請求項２】
　上記レンズホルダに対する上記投影レンズの固定が、溶着によって行われている、こと
を特徴とする請求項１記載の灯具。
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【請求項３】
　上記ランプボディが筒状部を有しており、
　上記レンズホルダの上記ランプボディへの支持が、上記レンズホルダと上記ランプボデ
ィの筒状部とを螺合させることにより行われている、ことを特徴とする請求項１または２
記載の灯具。
【請求項４】
　上記レンズホルダが、上記ランプボディの筒状部に対して前後方向に所定長範囲にわた
って相対移動し得るように構成されている、ことを特徴とする請求項３記載の灯具。
【請求項５】
　上記光源が発光素子で構成されており、
　上記ランプボディが金属製部材で構成されている、ことを特徴とする請求項１～４いず
れか記載の灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、投影レンズを備えた灯具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、灯具の構成として、レンズホルダに支持された投影レンズと、この投影レン
ズの後方に配置された光源と、この光源を収容した状態でレンズホルダを支持するランプ
ボディとを備えた構成のものが知られている。
【０００３】
　例えば「特許文献１」には、このような灯具において、投影レンズとして縦横の曲率の
異なる凸メニスカスレンズを備えた構成が記載されている。
【０００４】
　その際、この「特許文献１」に記載された灯具の投影レンズは、その外周縁部の後面お
よび外周面においてレンズホルダに固定された構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３３５３０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　投影レンズを備えた灯具からの照射光により形成される配光パターンとして、その中心
光度を高めた上で全体の拡散角度を十分に確保するためには、投影レンズの構成として、
その前面における中央領域が凸曲面で構成されるとともにその周辺領域が環状凹曲面で構
成されたものとすることが好ましい。
【０００７】
　また、投影レンズを備えた灯具において、その見映えを向上させるためには、レンズホ
ルダの前端部に内周側へ向けて延びる環状フランジ部を形成した上で、この環状フランジ
部に対して投影レンズを後方側から当接させた状態で固定することが好ましい。
【０００８】
　しかしながら、このような構成を採用した場合には、レンズホルダの環状フランジ部が
、投影レンズの前面における周辺領域の外周縁部において、前方へ向けて突出した状態で
配置されることとなる。このため、投影レンズの前面における周辺領域から大きい拡散角
度で出射する光の一部が、レンズホルダの環状フランジ部によって遮光されてしまい、そ
の分だけ光源からの出射光に対する光利用効率が低下してしまう、という問題がある。
【０００９】
　本願発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、投影レンズを備えた灯具
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において、配光パターンの中心光度を高めるとともに十分な拡散角度を確保し、かつ、灯
具の見映え向上を図った上で、光源からの出射光に対する光利用効率を高めることができ
る灯具を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願発明は、投影レンズの構成に工夫を施すことにより、上記目的達成を図るようにし
たものである。
【００１１】
　すなわち、本願発明に係る灯具は、
　投影レンズと、この投影レンズの後方に配置された光源と、上記投影レンズを支持する
レンズホルダと、上記光源を収容した状態で上記レンズホルダを支持するランプボディと
、を備えてなる灯具において、
　上記投影レンズの前面における中央領域が凸曲面で構成されるとともに該中央領域の周
辺領域が環状凹曲面で構成されており、
　上記レンズホルダが筒状に形成されるともに該レンズホルダの前端部に内周側へ向けて
延びる環状フランジ部が形成されており、
　上記投影レンズの前面における上記周辺領域の外周縁部に環状段差部が形成されており
、
　上記投影レンズが、上記環状段差部の段下がり面において上記レンズホルダの環状フラ
ンジ部に固定されており、
　上記投影レンズの外周縁部に平板状のフランジ部が形成されており、
　上記フランジ部の前面が上記環状段差部の段下がり面として構成されており、
　上記フランジ部の後面が上記投影レンズの後面の外周縁よりも後方側に位置している、
ことを特徴とするものである。
【００１２】
　本願発明に係る「灯具」の用途は特に限定されるものではない。
【００１３】
　上記「光源」の種類は特に限定されるものではなく、例えば発光ダイオード等が採用可
能である。
【００１４】
　上記投影レンズの前面における「中央領域」と「周辺領域」との境界線の具体的な位置
は、特に限定されるものではない。
【００１５】
　上記「投影レンズ」は、その環状段差部の段下がり面においてレンズホルダの環状フラ
ンジ部に固定されているが、その際の具体的な固定構造は特に限定されるものではなく、
例えば、溶着、接着、ネジ締め等によるものが採用可能である。
【発明の効果】
【００１６】
　上記構成に示すように、本願発明に係る灯具は、投影レンズの前面における中央領域が
凸曲面で構成されるとともにその周辺領域が環状凹曲面で構成されているので、この灯具
からの照射光により形成される配光パターンとして、その中心光度を高めた上で十分な拡
散角度を確保することができる。
【００１７】
　また、本願発明に係る灯具は、投影レンズを支持するレンズホルダが、筒状に形成され
るとともにその前端部に内周側へ向けて延びる環状フランジ部が形成されており、一方、
投影レンズの前面における周辺領域の外周縁部には環状段差部が形成されており、そして
、この投影レンズは、その環状段差部の段下がり面においてレンズホルダの環状フランジ
部に固定されているので、次のような作用効果を得ることができる。
【００１８】
　すなわち、投影レンズは、その前面における周辺領域の外周縁部を、レンズホルダの環
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状フランジ部に対して後方側から当接させた状態で固定されているので、その固定部が灯
具前方から見えてしまわないようにすることができる。そしてこれにより灯具の見映えを
向上させることができる。
【００１９】
　その際、投影レンズは、その前面における周辺領域の外周縁部に形成された環状段差部
の段下がり面においてレンズホルダの環状フランジ部に固定されているので、投影レンズ
の前面における周辺領域から大きい拡散角度で出射する光の一部が、レンズホルダの環状
フランジ部によって遮光されてしまうのを効果的に抑制することができる。そしてこれに
より光源からの出射光に対する光利用効率を高めることができる。
【００２０】
　このように本願発明によれば、投影レンズを備えた灯具において、配光パターンの中心
光度を高めるとともに十分な拡散角度を確保し、かつ、灯具の見映え向上を図った上で、
光源からの出射光に対する光利用効率を高めることができる。
【００２１】
　上記構成において、レンズホルダに対する投影レンズの固定が溶着によって行われる構
成とすれば、その固定を強固に行うことができ、かつシール性を十分に確保することがで
きる。また、このような固定構造を採用することにより、その固定のために新たな部材を
用いる必要をなくすことができる。
【００２２】
　上記構成において、ランプボディとして筒状部を有する構成とした上で、レンズホルダ
のランプボディへの支持が、レンズホルダとランプボディの筒状部とを螺合させることに
より行われる構成とすれば、その支持が確実に行われるようにすることができる。
【００２３】
　その際、レンズホルダが、ランプボディの筒状部に対して前後方向に所定長範囲にわた
って相対移動し得るように構成されたものとすれば、投影レンズの焦点位置を前後方向に
調整することができる。そしてこれにより、灯具からの照射光によって形成される配光パ
ターンの形状を必要に応じて適宜変化させることができる。
【００２４】
　上記構成において、光源が発光素子で構成されている場合には、ランプボディを金属製
部材で構成すれば、このランプボディを光源が発生する熱を効率良く放散させるためのヒ
ートシンクとして活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】（ａ）は本願発明の一実施形態に係る灯具を示す正面図、（ｂ）は上記灯具を示
す側面図
【図２】図１のII－II線断面図
【図３】（ａ）は図１のIIIａ－IIIａ線断面図、（ｂ）は図１のIIIｂ－IIIｂ線断面図
【図４】図２のIV部詳細図
【図５】（ａ）は上記灯具から前方へ照射される光により灯具前方に配置された仮想鉛直
スクリーン上に形成される配光パターンを示す図、（ｂ）は比較例としての配光パターン
を示す、（ａ）と同様の図
【図６】上記実施形態の変形例に係る灯具の要部を示す、図２と略同様の図であって、（
ａ）はレンズホルダが後方側へ最大限移動した状態を示す図、（ｂ）はレンズホルダが前
方側へ最大限移動した状態を示す図
【図７】上記変形例のレンズホルダを単品で斜め後方から見て示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面を用いて、本願発明の実施の形態について説明する。
【００２７】
　図１は、本願発明の一実施形態に係る灯具１０を示す図であって、（ａ）は正面図であ
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り、（ｂ）は側面図である。また、図２は、図１のII－II線断面図である。さらに、図３
（ａ）は、図１のIIIａ－IIIａ線断面図であり、図３（ｂ）は、図１のIIIｂ－IIIｂ線断
面図である。
【００２８】
　これらの図に示すように、本実施形態に係る灯具１０は、フォークリフト等の作業用車
両に取り付けられた状態で前方を照射するために用いられる灯具である。
【００２９】
　この灯具１０は、投影レンズ１２と、この投影レンズ１２の後方に配置された光源１４
と、投影レンズ１２を支持するレンズホルダ１６と、光源１２を収容した状態でレンズホ
ルダ１６を支持するランプボディ１８とを備えた構成となっている。
【００３０】
　図４は、図２のIV部詳細図である。
【００３１】
　同図にも示すように、投影レンズ１２は、無色透明の樹脂成形品であって、灯具前後方
向に延びる光軸Ａｘを中心とする凸メニスカスレンズ状の回転体として構成されている。
【００３２】
　ただし、この投影レンズ１２の前面１２ａは、その中央領域１２ａＡが光軸Ａｘを中心
とする凸曲面で構成されており、この中央領域１２ａＡの周囲に位置する環状の周辺領域
１２ａＢが光軸Ａｘを中心とする環状凹曲面で構成されている。その際、これら中央領域
１２ａＡおよび周辺領域１２ａＢは、滑らかに繋がるように形成されている。
【００３３】
　一方、この投影レンズ１２の後面１２ｂは、光軸Ａｘを中心とする球面で構成されてい
る。
【００３４】
　また、この投影レンズ１２の外周縁部には、フランジ部１２ｆが形成されている。この
フランジ部１２ｆは、光軸Ａｘを中心とする平板リング状に形成されており、その後面は
投影レンズ１２の後面１２ｂの外周縁よりも後方側に位置している。
【００３５】
　一方、この投影レンズ１２の前面１２ａには、その周辺領域１２ａＢの外周縁部に、後
方側へ段下がりになった環状段差部１２ｇが形成されている。この環状段差部１２ｇの段
下がり面１２ｇ１は、光軸Ａｘと直交する環状平面で構成されている。そして、この段下
がり面１２ｇ１がフランジ部１２ｆの前面を構成している。
【００３６】
　レンズホルダ１６は、有色（例えば黒色）の樹脂成形品であって、光軸Ａｘを中心にし
て前後方向に延びる円筒状の筒状部材として構成されている。
【００３７】
　このレンズホルダ１６の前端部には、その内周側へ向けて延びる環状フランジ部１６ｆ
が形成されている。この環状フランジ部１６ｆは、その前面が前方へ向けて凸の環状曲面
で構成されており、その後面が光軸Ａｘと直交する環状平面で構成されている。さらに、
この環状フランジ部１６ｆの後面には、後方へ向けて突出する断面台形状の環状突起部１
６ｆ１が形成されている。
【００３８】
　そして、投影レンズ１２は、その環状段差部１２ｇの段下がり面１２ｇ１において、レ
ンズホルダ１６の環状フランジ部１６ｆにおける環状突起部１６ｆ１に固定されている。
この固定は、投影レンズ１２の段下がり面１２ｇ１をレンズホルダ１６の環状突起部１６
ｆ１に対して後方側から押し当てた状態で、超音波溶着等により溶着することにより行わ
れている。これを実現するため、レンズホルダ１６の環状突起部１６ｆ１の後面には、後
方へ向けて突出する断面三角形状の環状突起部１６ｆ２が溶着シロとして形成されている
。
【００３９】
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　ランプボディ１８は、金属製部材（例えばアルミダイキャスト製の成形品）であって、
光軸Ａｘを中心にして前後方向に延びる円筒状の筒状部１８ａを備えた構成となっている
。
【００４０】
　このランプボディ１８に対するレンズホルダ１６の支持は、レンズホルダ１６とランプ
ボディ１８の筒状部１８ａとを螺合させることにより行われている、これを実現するため
、ランプボディ１８の筒状部１８ａの外周面の前端部には外ネジ部１８ｂが形成されてお
り、また、レンズホルダ１６の内周面には内ネジ部１６ｂが形成されている。その際、外
ネジ部１８ｂは筒状部１８ａの全周にわたって形成されており、一方、内ネジ部１６ｂは
レンズホルダ１６の周方向の３箇所に等角度間隔をおいて部分的に形成されている。
【００４１】
　ランプボディ１８の筒状部１８ａの外周面における外ネジ部１８ｂの後方側には、環状
溝部１８ｃが形成されており、この環状溝部１８ｃにはＯリング２０が装着されている。
そして、このＯリング２０によって、レンズホルダ１６とランプボディ１８との間のシー
ル性を確保するようになっている。
【００４２】
　また、ランプボディ１８の筒状部１８ａの外周面における環状溝部１８ｃの後方側には
、環状フランジ部１８ｄが形成されている。そして、この環状フランジ部１８ｄにレンズ
ホルダ１６の後端面１６ａを当接させることにより、レンズホルダ１６の前後方向の位置
決めを図るようになっている。
【００４３】
　さらに、ランプボディ１８の筒状部１８ａの外周面における環状フランジ部１８ｄの後
方側には、前後方向に延びる複数の冷却フィン１８ｅが周方向に所定間隔をおいて形成さ
れている。
【００４４】
　また、ランプボディ１８の左右両側部には、灯具１０を作業用車両に対して取り付ける
ためのネジ穴を有するボス部１８ｆがそれぞれ形成されている。
【００４５】
　光源１４は、発光素子で構成されている。この発光素子は、白色の発光ダイオードであ
って、横長矩形状の発光面１４ａを有している。
【００４６】
　この光源１４は、その発光面１４ａを光軸Ａｘ上において前方へ向けた状態で配置され
ている。そして、この光源１４は光源支持部材２２に支持されている。
【００４７】
　この光源支持部材２２は、金属製部材（例えばアルミダイキャスト製の成形品）であっ
て、複数の冷却フィン２２ａが形成されている。また、この光源支持部材２２には、光源
１４と電気的に接続されたプリント基板２４がネジ締めにより固定されている。そして、
この光源支持部材２２もランプボディ１８にネジ締めにより固定されている。
【００４８】
　なお、ランプボディ１８の後面壁１８ｇには、プリント基板２４から延びるコード３２
を挿通させるためのコード挿通孔１８ｈが形成されている。そして、コード挿通孔１８ｈ
には、コード３２を挿通支持するパッキン３４が装着されている。そしてこれにより、ラ
ンプボディ１８内の空間の水密性を確保するようになっている。
【００４９】
　図２、４に示すように、投影レンズ１２の後側焦点（正確には前面１２ａの中央領域１
２ａＡと後面１２ｂとで構成されるレンズ中央部分の後側焦点）Ｆは、光源１４の発光面
１４ａよりも多少後方側において光軸Ａｘ上に位置している。
【００５０】
　光源１４の発光中心（すなわち発光面１４ａの中心位置）から出射して、投影レンズ１
２に対してその後面１２ｂから入射した光は、その前面１２ａから前方へ出射することと
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なるが、その際、前面１２ａの中央領域１２ａＡにおいては内周側へ屈折して光軸Ａｘ寄
りの方向へ向かう出射光となり、前面１２ａの周辺領域１２ａＢにおいては外周側へ屈折
して光軸Ａｘから離れる方向へ向かう出射光となる。
【００５１】
　その際、前面１２ａの周辺領域１２ａＢの外周縁近傍部分からの出射光は、光軸Ａｘに
対して大きい拡散角度で出射することとなるが、投影レンズ１２は、その環状段差部１２
ｇの段下がり面１２ｇ１において、レンズホルダ１６の環状フランジ部１６ｆに固定され
ており、これにより環状フランジ部１６ｆの前方突出量が小さく抑えられているので、周
辺領域１２ａＢからの出射光のうち環状フランジ部１６ｆによって遮光されてしまう光は
最小限に抑えられることとなる。
【００５２】
　図５（ａ）は、本実施形態に係る灯具１０から前方へ照射される光により、灯具前方に
配置された仮想鉛直スクリーン上に形成される配光パターンＰを示す図である。
【００５３】
　この配光パターンＰは、光源１４から出射して投影レンズ１２を透過した光によって形
成されるが、光源１４は横長矩形状の発光面１４ａを有しているので、この配光パターン
Ｐの高光度領域であるホットゾーンＨＺもやや横長に形成されている。
【００５４】
　その際、投影レンズ１２の前面１２ａにおける中央領域１２ａＡからの出射光は、光軸
Ａｘ寄りの方向へ向かう光となるので、配光パターンＰのホットゾーンＨＺおよびその周
辺部分は十分な明るさを有するものとなり、また、投影レンズ１２の前面１２ａにおける
周辺領域１２ａＢからの出射光は、光軸Ａｘから離れる方向へ向かう光となるので、配光
パターンＰは大きな拡がりを有する配光パターンとなり、かつ、その外周縁へ向けて徐々
に明るさが減少する配光パターンとなる。
【００５５】
　図５（ｂ）は、本実施形態の比較例としての配光パターンＰ´を示す図である。
【００５６】
　この配光パターンＰ´は、図４において、投影レンズ１２の代わりに、２点鎖線で示す
ような通常の投影レンズ２が配置されているとした場合に形成される配光パターンである
。
【００５７】
　その際、この投影レンズ２は、前面２ａが凸曲面で後面２ｂが平面の平凸レンズとして
構成されている。そして、図４において２点鎖線で示すように、光源１４の発光中心から
出射して、この投影レンズ２に対してその後面２ｂから入射した光は、その前面２ａの全
領域において内周側へ屈折して光軸Ａｘ寄りの方向へ向かう出射光となる。
【００５８】
　このため、図５（ｂ）に示すように、配光パターンＰ´は、ホットゾーンＨＺ´および
その周辺部分が十分な明るさを有している点は配光パターンＰと同様であるが、配光パタ
ーンＰよりも全体的な拡がりが小さい配光パターンとなり、かつ外周縁において急激に明
るさが減少する配光パターンとなる。
【００５９】
　次に、本実施形態の作用効果について説明する。
【００６０】
　本実施形態に係る灯具１０は、投影レンズ１２の前面１２ａにおける中央領域１２ａＡ
が凸曲面で構成されるとともにその周辺領域１２ａＢが環状凹曲面で構成されているので
、この灯具１０からの照射光により形成される配光パターンＰとして、その中心光度を高
めた上で十分な拡散角度を確保することができる。
【００６１】
　また、本実施形態に係る灯具１０は、投影レンズ１２を支持するレンズホルダ１６が筒
状に形成されるとともにその前端部に内周側へ向けて延びる環状フランジ部１２ｆが形成
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されており、一方、投影レンズ１２の前面１２ａにおける周辺領域１２ａＢの外周縁部に
は環状段差部１２ｇが形成されており、そして、この投影レンズ１２は、その環状段差部
１２ｇの段下がり面１２ｇ１においてレンズホルダ１６の環状フランジ部１２ｆに固定さ
れているので、次のような作用効果を得ることができる。
【００６２】
　すなわち、投影レンズ１２は、その前面１２ａにおける周辺領域１２ａＢの外周縁部を
、レンズホルダ１６の環状フランジ部１２ｆに対して後方側から当接させた状態で固定さ
れているので、その固定部が灯具前方から見えてしまわないようにすることができる。そ
してこれにより灯具１０の見映えを向上させることができる。
【００６３】
　その際、投影レンズ１２は、その前面１２ａにおける周辺領域１２ａＢの外周縁部に形
成された環状段差部１２ｇの段下がり面１２ｇ１においてレンズホルダ１６の環状フラン
ジ部１２ｆに固定されているので、投影レンズ１２の前面１２ａにおける周辺領域１２ａ
Ｂから大きい拡散角度で出射する光の一部が、レンズホルダ１６の環状フランジ部１２ｆ
によって遮光されてしまうのを効果的に抑制することができる。そしてこれにより光源１
４からの出射光に対する光利用効率を高めることができる。
【００６４】
　このように本実施形態によれば、投影レンズ１２を備えた灯具１０において、配光パタ
ーンＰの中心光度を高めるとともに十分な拡散角度を確保し、かつ、灯具１０の見映え向
上を図った上で、光源１４からの出射光に対する光利用効率を高めることができる。
【００６５】
　その際、本実施形態においては、レンズホルダ１６に対する投影レンズ１２の固定が溶
着によって行われているので、その固定を強固に行うことができ、かつシール性を十分に
確保することができる。したがって、ランプボディ１８内の空間と外部空間との通気性を
確保した上で、ランプボディ１８内の空間の水密性を確保することが容易に可能となる。
また、このような固定構造を採用することにより、その固定のために新たな部材（例えば
ネジや接着剤等）を用いる必要をなくすことができる。
【００６６】
　また本実施形態においては、ランプボディ１８が筒状部１８ａを有しており、そして、
レンズホルダ１６のランプボディ１８への支持が、レンズホルダ１６とランプボディ１８
の筒状部１８ａとを螺合させることにより行われているので、その支持が確実に行われる
ようにすることができる。
【００６７】
　また本実施形態においては、光源１４が発光素子で構成されているが、ランプボディ１
８は金属製部材で構成されているので、このランプボディ１８を光源１４が発生する熱を
効率良く放散させるためのヒートシンクとして活用することができる。その際、本実施形
態においては、光源１４を支持する光源支持部材２２も金属製部材で構成されており、こ
の光源支持部材２２はランプボディ１８が固定されているので、この光源支持部材２２も
ランプボディ１８と共にヒートシンクとして活用することができる。
【００６８】
　上記実施形態においては、灯具１０が、フォークリフト等の作業用車両に取り付けられ
るものとして説明したが、それ以外の用途（例えば、店舗での照明や街路照明等）に用い
るようにすることももちろん可能である。
【００６９】
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。
【００７０】
　図６は、本変形例に係る灯具１１０の要部を示す、図２と略同様の図である。また、図
７は、この灯具１１０のレンズホルダ１１６を単品で斜め後方から見て示す斜視図である
。
【００７１】
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　図６に示すように、本変形例においては、レンズホルダ１１６が、ランプボディ１１８
の筒状部１１８ａに対して前後方向に所定長範囲にわたって相対移動し得るように構成さ
れている。その際、図６（ａ）は、レンズホルダ１１６が後方側へ最大限移動した状態を
示しており、図６（ｂ）は、レンズホルダ１１６が前方側へ最大限移動した状態を示して
いる。
【００７２】
　図７に示すように、本変形例のレンズホルダ１１６は、その内周面における内ネジ部１
１６ｂから後方側に離れた位置に突起部１１６ｃが形成されている。
【００７３】
　この突起部１１６ｃは、内ネジ部１１６ｂが螺旋状に延びる際の基準となる螺旋曲線の
延長線上に形成されている。その際、この突起部１１６ｃは、内ネジ部１１６ｂよりも多
少前後幅が大きい台形状の断面形状を有している。また、この突起部１１６ｃの螺旋曲線
に沿った方向の断面形状は、レンズホルダ１１６をランプボディ１１８の筒状部１１８ａ
に対して組み付ける際に前方側の位置する第１面１１６ｃ１が緩斜面で構成されており、
その後方側の位置する第２面１１６ｃ２が急斜面で構成されている。
【００７４】
　そして、この突起部１１６ｃは、レンズホルダ１１６をランプボディ１１８の筒状部１
１８ａに組み付ける際、その第１面１１６ｃ１においてランプボディ１１８の外ネジ部１
１８ｂ相互間の螺旋溝に乗り上げるようにして螺旋溝に沿ってその先端側へ移動し、外ネ
ジ部１１８ｂの形成範囲を過ぎた時点で、螺旋溝との係合が解除されるようになっている
。この螺旋溝との係合が解除された後も、レンズホルダ１１６は、その後端面１１６ａが
ランプボディ１１８の環状フランジ部１１８ｄに当接する位置までは後方へ移動し得るよ
うになっている。一方、この螺旋溝との係合が解除された後は、レンズホルダ１１６の前
方移動は、突起部１１６ｃがその第２面１１６ｃ２において外ネジ部１１８ｂの先端位置
に当接する位置までの範囲内に規制されるようになっている。
【００７５】
　本変形例においては、レンズホルダ１１６の移動範囲全域において、Ｏリング２０によ
るレンズホルダ１１６とランプボディ１１８との間のシール性が確保されるように、レン
ズホルダ１１６はその後端面１１６ａが上記実施形態のレンズホルダ１６の後端面１６ａ
よりも後方側に変位しており、またランプボディ１１８の環状フランジ部１１８ｄもその
分だけ後方側に変位している。
【００７６】
　図６（ａ）に示すように、レンズホルダ１１６が後方側へ最大限移動した状態では、投
影レンズ１２からの出射光の光路は上記実施形態の場合と同様であるが、図６（ｂ）に示
すように、レンズホルダ１１６が前方側へ最大限移動した状態では、投影レンズ１２の後
側焦点Ｆが光源１４の発光中心に近づくので、投影レンズ１２からの出射光は、図６（ａ
）の場合よりも全体的に光軸Ａｘ寄りの方向に向かう光となり、集光性が高いものとなる
。
【００７７】
　ただし、この場合に形成される配光パターンについても、図５（ａ）に示す配光パター
ンＰと同様、その外周縁へ向けて徐々に明るさが減少する配光パターンとなる。
【００７８】
　本変形例に係る灯具１１０のように、レンズホルダ１１６が、ランプボディ１１８の筒
状部１１８ａに対して前後方向に所定長範囲にわたって相対移動し得る構成とすることに
より、投影レンズ１２の焦点位置を前後方向に調整することが可能となり、これにより灯
具１１０からの照射光によって形成される配光パターンの形状を必要に応じて適宜変化さ
せることができる。
【００７９】
　なお、上記実施形態およびその変形例において諸元として示した数値は一例にすぎず、
これらを適宜異なる値に設定してもよいことはもちろんである。
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　また、本願発明は、上記実施形態およびその変形例に記載された構成に限定されるもの
ではなく、これ以外の種々の変更を加えた構成が採用可能である。
【符号の説明】
【００８１】
　１０、１１０　灯具
　１２　投影レンズ
　１２ａ　前面
　１２ａＡ　中央領域
　１２ａＢ　周辺領域
　１２ｂ　後面
　１２ｆ、１６ｆ、１８ｄ、１１６ｆ、１１８ｄ　環状フランジ部
　１２ｇ　環状段差部
　１２ｇ１　段下がり面
　１４　光源
　１４ａ　発光面
　１６、１１６　レンズホルダ
　１６ａ、１１６ａ　後端面
　１６ｂ、１１６ｂ　内ネジ部
　１６ｆ１、１６ｆ２　環状突起部
　１８、１１８　ランプボディ
　１８ａ、１１８ａ　筒状部
　１８ｂ、１１８ｂ　外ネジ部
　１８ｃ　環状溝部
　１８ｅ、２２ａ　冷却フィン
　１８ｆ　ボス部
　１８ｇ　後面壁
　１８ｈ　コード挿通孔
　２０　Ｏリング
　２２　光源支持部材
　２４　プリント基板
　３２　コード
　３４　パッキン
　１１６ｃ　突起部
　１１６ｃ１　第１面
　１１６ｃ２　第２面
　Ａｘ　光軸
　Ｆ　後側焦点
　ＨＺ　ホットゾーン
　Ｐ　配光パターン
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